
第３回須賀川市教育委員会 会議 

・令和３年３月１８日（木曜日） 

・市役所庁舎２階会議室２０３ 

議事日程第１号 

          令和３年３月１８日（木曜日）午後３時００分 開議 

日程第１ 会期の決定 

日程第２ 教育長報告 

日程第３ 報告第 ２号 教育委員会の権限事務に係る教育長の臨時代理について 

日程第４ 議案第 14号 須賀川市教育委員会規則で定める申請書等の押印の特例に 

関する規則 

日程第５ 議案第 15号 須賀川市教育委員会訓令で定める申請書等の押印の特例に 

関する訓令 

日程第６ 議案第 16号 須賀川市教育委員会要綱で定める申請書等の押印の特例に 

関する要綱 

日程第７ 議案第 17号 須賀川市学校施設長寿命化計画について 

 

 出席者（５人） 

      教育長            森合義衛 

     １番委員          阿部昭光 

     ２番委員          関根真吾 

     ３番委員          須田由利子 

     ４番委員          渡辺由美子 

 

説明のため出席した者 

     教育部長          高橋勇治 

     教育総務課長        佐藤幸二 

     学校教育課長        菅野哲哉 

     こども課長         板橋圭寿 

     生涯学習スポーツ課長    上妻秀男 

 

事務局職員出席者 

     学校教育課主任指導主事   柿沼孝明 

     教育総務課課長補佐     関根徳栄 

     教育総務課総務係長     有我広美 

     

○ 教育長（森合義衛）第３回須賀川市教育委員会会議の開会を宣言し、議事に入



る。（午後３時００分 開会） 

 

日程第１ 会期の決定 

 

○ 教育長（森合義衛）会期を提案し、本日 1日と決定する。 

 

日程第２ 教育長報告 

 

○ 教育長（森合義衛） 

  それでは、私の方から３点ほど報告させていただきます。 

 

１ ３月市議会定例会について 

須賀川市３月市議会定例会が、２月１８日（木）から３月１６日（火）までの２７

日間にわたり開催され、記載の教育委員会関連の提出案件１３件は、原案のとおり可

決いただきました。  

また、３月４日、５日、６日に一般質問が行われ、教育委員会関係では、５名の議

員から質問があり、その答弁内容等につきましては、別添資料のとおりでありますの

で、のちほど目を通していただければと思います。 

なお、予算常任委員会での主な質疑事項につきましては、意見交換の中で各課長

から報告させていただきます。 

 

２ 令和２年度幼稚園・こども園卒園式、小中学校卒業証書授与式について 

  令和２年度市内中学校の卒業証書授与式が３月１２日（金）に、市内幼稚園・こど

も園の卒園式が、本日３月１８日（木）に行われました。いずれの幼稚園・こども園、

中学校におきましても、来賓等の入場者を制限したり、一部を簡略化し開催のやり方

を見直したりして縮減を図りながらも、子どもたちの成長の節目にふさわしく、思い

出に残るよう工夫して式を挙行いたしました。おかげさまを持ちまして、幼稚園・こ

ども園児１０６名、中学生７３５名が慣れ親しんだ園や学び舎を後にしました。 

また、今後、小学校の卒業証書授与式が３月２３日（火）に行われます。幼稚園・

こども園、中学校同様、来賓等の入場者を制限したり、一部を簡略化し開催のやり方

を見直したりしての開催となります。 

教育委員の皆様には、昨年度同様、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から卒

園式、卒業証書授与式、さらには新年度の入園式・入学式の参列につきまして取りや

めをお願いし、申し訳ございませんでした。ご理解とご協力に感謝いたします。 

    

３ 中学校卒業生の進路状況について（県立高校・特別支援学校前期選抜合格発表よ

り） 



先に合格発表があった私立高校に続き、３月１５日（月）に県立高校・特別支援学

校前期選抜の合格発表があり、本日までに卒業生７３５名のうち、７１８名の進学が

決定しました。 

２３日（火）には、県立高校の後期選抜を受験した生徒の結果が出ることになって

おり、ほぼすべての卒業生の新路が決定することとなります。教育委員会としまして

も受験した生徒全員の希望が叶うことを願っております。 

岩瀬地区内にあります５つの高校への本市生徒の合格状況でございますが、須賀

川高校１１１名、須賀川桐陽高校１１４名、清陵情報高校８６名、長沼高校８名、岩

瀬農業高校７２名の合計５３０名であります。 

また、いわゆる難関校といわれる高校の合格者は、安積高校が２８名、安積黎明高

校３５名となっております。 

卒業生一人一人が近い将来、本市発展の担い手としてさらに成長してくれること

を願っております。 

なお、この中には、不登校生徒で「すこやか教室」に通級していた３年生９名が含

まれています。本人はもとより、ご家族も大変喜んでいるところです。 

下記に３月１５日現在の卒業生の進路状況及び県立高校・特別支援学校前期選抜

の合格状況など掲載しておりますのでご覧ください。 

 

○ 教育長（森合義衛）日程第２ 教育長報告については了承願います。 

  

日程第３ 報告第２号 教育委員会の権限事務に係る教育長の臨時代理について 

 

○ 教育長（森合義衛）日程第３ 報告第２号 教育委員会の権限事務に係る教育長の

臨時代理についてを議題とし、事務局の説明を求める。 

 

○ 教育部長（高橋勇治）報告に基づき説明する。 

 

○ 教育長（森合義衛）質疑、意見等を諮る。 

 

○  ２番委員（関根真吾）長沼学校給食センターが復旧するまでの期間についてお聞 

きしたい。 

 

○  教育部長（高橋勇治）地震により、内壁、天井崩落などの損傷があり、被災度調 

 査を行い、修繕できるのか、建て替えなのかを判断するのに２か月を要し、そして

その後の工事等が終了するまでは、約１年かかる見込みである。 

 

○  教育長（森合義衛）長沼の小中学校、幼稚園は、現在弁当持参であるが、長沼の



センターから岩瀬のセンターに冷凍庫などの備品を移動させ、岩瀬学校給食セン

ターで調理した給食を長沼の４つの小中学校に４月から配食できるように準備し

ている段階である。 

 

○  教育部長（高橋勇治）長沼、岩瀬とも、現在約４００食調理している状況であ

る。岩瀬では、１０００食作る能力があるため、４月からの約８００食の調理や

配送については問題ない。長沼学校給食センター所属の職員が、岩瀬学校給食セ

ンターで調理業務に当たれるよう調整をしている。 

 

○  ２番委員（関根真吾）岩瀬学校給食センターで１０００食作る能力があるのであ

れば、施設を有効活用する観点やコスト削減の点から、被災した長沼学校給食セ

ンターの復旧をしないという考えはないか。 

 

○  教育部長（高橋勇治）市の施設管理の計画にも関連するが、岩瀬学校給食セン

ターの建築は昭和６３年であり、長沼は平成９年である。１０００食作れるとは

いえ、岩瀬の作業スペースが十分にあるとは言いがたい。今回の長沼の復旧内容

や将来の施設統合などの問題については、今後の課題であると考える。 

 

○  教育長（森合義衛）質疑、意見等を諮る。 

 

           （「なし」との声あり） 

 

○ 教育長（森合義衛）異議なしと認め、報告第２号については、原案のとおり了承

する。 

 

日程第４ 議案第１４号 須賀川市教育委員会規則で定める申請書等の押印の特例に       

関する規則 

日程第５ 議案第１５号 須賀川市教育委員会訓令で定める申請書等の押印の特例に 

    関する訓令 

日程第６ 議案第１６号 須賀川市教育委員会要綱で定める申請書等の押印の特例に 

    関する要綱 

 

○ 教育長（森合義衛）日程第４ 議案第１４号 須賀川市教育委員会規則で定める 

申請書等の押印の特例に関する規則、日程第５ 議案第１５号 須賀川市教育委員 

会訓令で定める申請書等の押印の特例に関する訓令、日程第６ 議案第１６号 須 

賀川市教育委員会要綱で定める申請書等の押印の特例に関する要綱を議題とし、事 

務局の説明を求める。 



 

○ 教育部長（高橋勇治）報告に基づき説明する。 

 

○ 教育長（森合義衛）質疑、意見等を諮る。 

 

           （「なし」との声あり） 

 

○ 教育長（森合義衛）ないものと認め、質疑を終結する。議案第１４号、議案第 

１５号、議案第１６号について原案のとおり可決することの異議を図る。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

○  教育長（森合義衛）異議なしと認め、議案第１４号、議案第１５号、議案第１６ 

号については、原案のとおり可決する。 

 

日程第７ 議案第１７号 須賀川市学校施設長寿命化計画について 

 

○ 教育長（森合義衛）日程第７ 議案第１７号 須賀川市学校施設長寿命化計画につ 

いてを議題とし、事務局の説明を求める。 

 

○ 教育部長（高橋勇治）報告に基づき説明する。 

 

○ 教育長（森合義衛）質疑、意見等を諮る。 

            

○ １番委員（阿部昭光）学校施設長寿命化の計画を進めるうえで、２３ページの

「維持管理の項目、手法」に記載されているような点検、調査は、誰がどのような

頻度で行うのか。 

 

○  教育総務課主幹兼課長補佐（関根徳栄）法定の定期点検は、数年に一度、業者に 

 委託し行っているが、日常点検は今まで通り学校で行う。 

 

○  教育長（森合義衛）長寿命化計画では、基本的に日常点検を重要視していく考え 

であり、点検業務を業者委託をすることはない。 

 

○  ２番委員（関根真吾）「児童生徒数の推移と将来の児童生徒数の推計」の表によ 

ると、令和４７年度の仁井田小１３３人だが、仁井田中６人となっており、人数の

整合性が取れていないがどうか。検討してほしい。 



 

○  教育総務課主幹兼課長補佐（関根徳栄）それぞれの学校の増減率の推移により年 

度の人数について推計したところであり、算出方法や表示させる年度について検討 

する。国の推計によると、令和２７年度の数値については、市の推計と大差はない

状況である。 

 

○  ４番委員（渡辺由美子）長寿命化の計画について、子どもたちにとってデメリッ 

トはなにか。 

 

○  教育部長（高橋勇治）更新については、大規模な改修になる前に早めに対応する 

ため、子どもたちに大きな影響はないと考える。工事の手法にしても健康被害がな 

いよう当然注意を払って行う。工事の時期などについては、臨機応変に対応してい 

く。 

 

○  教育長（森合義衛）質疑、意見等を諮る。 

 

（「なし」との声あり） 

   

○ 教育長（森合義衛）ないものと認め、質疑を終結する。議案第１７号について原 

案のとおり可決することの異議を図る 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

○  教育長（森合義衛）異議なしと認め、議案第１７号については、原案のとおり可

決する。 

 

 以上により、本日の日程を終了し、第３回須賀川市教育委員会会議の閉会を宣言す

る。 

（午後３時４５分 閉会）  



（ 令 和 ３ 年 第 ３ 回 分 ） 

 

●閉会後の意見交換事項（午後４時２７分 終了） 

 

１ 市議会予算常任委員会の主な質疑事項について 

（佐藤教育総務課長説明） 

    （菅野学校教育課長説明） 

（板橋こども課長説明） 

 

２ 須賀川市未来につなぐ人材確保のための奨学金返還支援事業について 

   （佐藤教育総務課長説明） 

 

３ 東京オリンピック聖火リレーについて 

                      （上妻生涯学習スポーツ課長説明） 

 

４ 市営プールの再編方針（案）について 

      （上妻生涯学習スポーツ課長説明） 

 

５ 規則の制定、一部改正、廃止について 

   （板橋こども課長説明） 

 

６ 令和２年度 須賀川市立中学校卒業式報告     

（柿沼主任指導主事説明）     

         

 

 

 

 

 

 

 


